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１ 空港・港湾等の物流拠点と生産拠点を結ぶ広域道路ネットワー

クの整備推進について 
（財務省、国土交通省）

【内容】
(1) 名豊道路は、完成自動車の国際ハブ港である三河港と輸送機械等の生

産拠点を結ぶ本県の重要な東西軸であることから、２０２４年度の全線
開通に向けて整備促進を図るとともに、暫定２車線区間の４車線化に向
けて整備を加速すること。 

(2) 西知多道路は、国際拠点空港である中部国際空港と高速自動車国道と
を直結することから、国が責任を持つべき道路である。また、リニア中
央新幹線の名古屋駅とも繋がる重要な道路であり、２０２７年度までに
整備するため、事業中区間の整備推進や未事業化区間の早期事業化を図
るとともに、南部区間の整備加速に必要となる予算の確保や有料道路事
業の許可に向けた支援、立替施行制度の導入を行うこと。 

(3) 名岐道路は、名古屋と岐阜との間の交流・連携を強化し、リニア・イ
ンパクトを広く中京圏全域に波及させるものであり、早期実現に向けて、
都市計画・環境アセスメントを進めるための直轄調査を推進すること。
また、名古屋駅と名古屋高速道路とのアクセス向上の推進について必要
な支援を行うこと。 

(4) 三遠南信自動車道は、県境を越えた広域連携の軸となって広域道路ネ
ットワークを形成することから、早期整備を図ること。また、浜松湖西
豊橋道路は、三遠南信自動車道、新東名・東名高速道路と一体となって
広域道路ネットワークの効果をさらに高める重要な道路であることか
ら、早期実現に向け直轄調査を加速すること。 

(5) 新東名・新名神高速道路は、我が国の社会経済活動の根幹を担う新
たな大動脈であり、ダブルネットワーク機能の強化及び物流の効率化
に資することから、未開通区間の整備や暫定４車線区間の６車線化の
早期実現を図ること。 

(6) 東名・名神高速道路の渋滞対策を推進するとともに、国道４１号名
濃バイパス、国道３０２号など、名古屋都市圏における広域道路ネット
ワークの早期整備を推進すること。 

(7) 「重要物流道路」は、日本の成長エンジンである本県における安定的
な輸送の確保と生産性向上に重要な役割を果たすことから、新広域道路
交通計画の中から重要物流道路の事業中・計画中路線を指定し、広域道
路ネットワークの強化を図ること。また、一宮西港道路や名古屋三河道
路については、直轄調査を推進するなど、計画の早期具体化に向けた取
組を推進すること。 

(8) 防災・減災、国土強靱化に向けた道路の５か年対策プログラムに基づ
き道路ネットワークの課題解決を図るなど、防災・減災、国土強靱化の
ための５か年加速化対策について、必要となる予算・財源を別枠で、か
つ、できる限り当初予算で確保し、計画的な事業執行が可能となる柔軟
な措置を講じ、災害に強い国土幹線道路ネットワークを構築すること。 

(9) 広域道路と一体となって、着実な道路整備の推進と長期安定的な道路
管理が進められるよう、新たな財源を創設するとともに、地方が幹線道
路整備を進めるために必要な国庫補助金・社会資本整備総合交付金につ
いて要求額を満額確保すること。 

＜「リニア大交流圏」の形成＞ 
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○ 製造品出荷額等が４３年連続日本一である本県にとって、県内の生産拠点から物流
拠点を結ぶ広域道路に依然として残る未開通区間の解消は大きな課題であることから、
早期開通に向けて整備を加速し、物流の効率化、円滑化を図ることにより、本県にお
ける生産性革命を実現する。 

○ 名豊道路は、全線約７３㎞のうち唯一の未開通区間である豊川為当インターチェン
ジから蒲郡インターチェンジ区間の９．１㎞が２０２４年度の開通予定と公表された。
また、約３２㎞が暫定２車線区間であるため、早期に４車線化整備を図る必要がある。

○ 西知多道路の整備を加速させ２０２７年までに整備を進めるため、本県では有料道
路事業の導入に向け、今年度、道路管理者の同意を行い、現在、道路公社が有料道路
事業の許可に向けた手続きを進めている。また、東海 JCT ランプ部、長浦 IC～日長 IC
は国による直轄権限代行で、日長 IC～常滑 JCT 区間は国庫補助事業として、事業進捗
が図られている。長浦 IC から日長 IC 間が新規事業化されたことにより、新東名高速
道路から中部国際空港が自動車専用道路でつながることになる。このストック効果を
早期に発現させるため、有料道路事業や立替施行の導入により、整備を加速させる必
要がある。未事業化区間については、早期事業化を図る必要がある。 

○ 名岐道路は、都市計画の案及び環境影響評価準備書を作成するとともに、都市計画・
環境アセスメントを進めるための直轄調査を推進し、国と県が連携して早期実現を図
る必要がある。 

○ 名古屋駅と名古屋高速道路とのアクセス向上は、新洲崎出入口、黄金フル IC 化を昨
年度に、栄出入口、西渡り線及び南渡り線については本年８月に名古屋高速道路公社
の整備計画に位置付けたところである。来年度以降も国から公社への（貸付金等の）
財政支出が安定的に確保される必要がある。 

○ 三遠南信自動車道は、県内唯一の未開通区間である東栄インターチェンジから鳳来
峡インターチェンジ区間の７．１km が２０２５年度の開通予定と公表された。 

○ 浜松湖西豊橋道路は、国による計画段階評価が進められており、昨年６月に複数の
ルート帯案が示され、９月～１１月に第２回のアンケート調査が実施された。引き続
き、直轄調査を加速し、早期実現を図る必要がある。 

○ 新東名高速道路の愛知県区間は、浜松いなさ JCT～豊田東 JCT 間が暫定４車線整備
であり、ダブルネットワークとしての機能が十分に発揮されていない。本県としても、
沿線市及び経済界で構成する同盟会により早期実現に向け取組んでいく。 

○ 東名高速道路の東名三好 IC 付近の付加車線整備や名神高速道路の一宮 JCT 付近の
６車線確保の事業促進を図る必要がある。高規格道路を補完し、都市・地域間の交流・
連携や、交通の分散導入を促進する役割を担う国道４１号名濃バイパスの６車線化、
名古屋環状２号線の一般部である国道３０２号の全線４車線化、国道１５３号豊田北
及び国道１５５号豊田南各バイパスの整備とともに、国道１５３号豊田西バイパスの
調査を促進する必要がある。 

○ 本県の活発な生産活動を支える物流を安全かつ円滑なものとするためには、新広域
道路交通計画を踏まえ各種道路を重要物流道路に指定し、事業中区間の早期整備など
広域道路ネットワークの強化に取組んでいく必要がある。 

○ 名古屋環状２号線及び東海環状自動車道の全線開通後の名古屋都市圏における課題
整理と機能強化の検討のため、国において「名古屋都市圏環状機能強化の検討」が行
われており、一宮西港道路と名古屋三河道路の計画の具体化に向けて検討を深めてい
く必要がある。 

○ 防災・減災、国土強靱化の取組みの加速化・深化を図るため、高規格道路のミッシ
ングリンク解消及び４車線化、高規格道路と直轄国道とのダブルネットワーク化等に
よる道路ネットワークの機能強化対策について、防災・減災、国土強靱化に向けた道
路の５か年対策プログラムに基づき重点的・集中的に取組む必要がある。 

○ 物流を効率化し生産性を高める広域道路ネットワークの強化に加え、予防保全への
転換に向けた老朽化対策、地震防災対策、交通安全対策を計画的かつ着実に実施する
ためには、新たな財源の創設や支援対象の拡充も含めた道路関係予算の確保が必要で
ある。

（背景） 
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２ 背後産業の国際競争力を支える名古屋港・三河港・ 

衣浦港の整備推進について 

（財務省、国土交通省）

【内容】 
(1)  名古屋港について、船舶の大型化に対応した飛島ふ頭東側コンテナ

ターミナルの整備を推進するとともに、完成自動車取扱機能強化のた
め、金城ふ頭の耐震強化岸壁（-12m）の整備を推進すること。 
また、中部国際空港沖において浚渫土砂の新たな処分場整備を着実に

推進するため、必要な事業費を確保すること。     

(2) 三河港について、増大する自動車輸出入等に対応するため、神野地
区における北防波堤の整備と４号岸壁（-10m）の老朽化対策を推進す
るとともに、神野地区と御津地区の埠頭間を結ぶ臨港道路東三河臨海
線の整備に向けた検討を進めること。また、脱炭素化、循環型社会の
形成に向け、木材チップや循環資源等の海上輸送の効率化を図るため、
田原地区の耐震強化岸壁（-10m）の早期事業化について支援すること。
併せて国際拠点港湾への昇格を図ること。 

(3) 衣浦港について、港内のバルク貨物の集約化や拠点化、船舶の大型
化に対応するとともに、大規模地震時における緊急物資受入拠点とし
ての役割を担うため、衣浦ポートアイランドに耐震強化岸壁（-12m）
と臨港道路の整備の早期着手を図ること。また、衣浦港の物流機能の
中核をなす中央ふ頭の岸壁(-12m)の老朽化対策を推進すること。 

(4) 名古屋港・三河港・衣浦港において、南海トラフの地震・津波や高
潮等に対する総合的な防災対策を推進するために必要な財政支援を
講じること。また、脱炭素化社会の実現に向けて、カーボンニュート
ラルポートの形成について支援すること。 

〇飛島ふ頭東側ターミナルでは、水深 15m
岸壁が不足しており、就航する船舶の約

半数が喫水調整を強いられている。

〇金城ふ頭では、自動車専用船の大型化に

伴い、岸壁の水深不足による非効率な輸

送や荷さばき地等の分散等による横持

ちが発生している。

【荷さばき地等の分散による非効率な荷役イメージ】 

＜「リニア大交流圏」の形成＞ 

保管用地

【飛島ふ頭東側 

コンテナターミナル】 

（参考）◇名古屋港の整備
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岸壁(水深 12m)（耐震） 衣浦ポートアイランド

ふ頭用地 

臨港道路 

衣浦港外港地区 

◇南海トラフの地震・津波や高潮等に対する取組 

〇「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の着実な推進が必要で

ある。

〇愛知県地域強靱化計画に基づき、海岸保全施設や港湾施設の機能強化を推進

する必要がある。

◇カーボンニュートラルポート(CNP)形成に向けた取組
○脱炭素化に向け、名古屋港で先行して検討を進めている CNP の形成につい
て、重要港湾以上の港湾で、検討を進める必要がある。

【三河港】

〇完成自動車の国際海上輸送のハブ港として、我が国の自動車産業を支えるため、

港湾の機能強化が求められている。

〇大規模地震時の緊急物資の受入拠点としての役割を担うため、さらなる物流基

盤の整備を急ぐ必要がある。

【衣浦港】

〇石炭、木材チップ、鉄スクラップなどのバルク貨物を主に取り扱う物流・生産

活動を支える工業港である。近年、木材チップ、鉄スクラップの取扱量が増加

しており、輸送効率化による港湾の機能強化が求められている。

衣浦港

◇三河港・衣浦港の整備

衣浦港のバルク貨物 

三河港の自動車輸入台数・金額は、 
28 年連続全国第 1 位

【新たな土砂処分場整備に向けた現地施工状況】
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３ リニア中央新幹線の建設促進について 

（財務省、国土交通省）

○ リニア中央新幹線は東京・名古屋・大阪間の時間距離を大幅に短縮する。これにより、３大都

市圏が一体となった「リニア大交流圏」が誕生する。本県内でのリニア中央新幹線の建設は、

２０１６年１２月の名古屋駅着工以来、着実に進む一方、静岡工区では、今日まで工事着手に至

っていないことから、関係者による協議を迅速に進め、早期着手を図ることが必要である。

○ 名古屋駅について、交通機関相互の乗換利便性の向上等を目指すスーパーターミナル化を強力

に推進している。また、リニア中央新幹線開業効果をより広域的に波及させるため、名古屋駅を

中心とした４０分交通圏の拡大など、鉄道ネットワークの充実・強化等の取組を進めている。 

【内容】 

(1) リニア中央新幹線の早期全線整備に向け、静岡工区については、協議を迅速

に進め、早期着手を図ること。 

(2) 名古屋駅のスーパーターミナル化について、国家的プロジェクトとして位置

づけ、国際競争拠点都市整備事業等により、強力に推進すること。特に、

ターミナル駅となる名古屋駅の乗換利便性の向上、駅上部空間及び駅周辺の整

備に関して、十分な財政支援をすること。 

(3) リニア中央新幹線開業による時間短縮効果を県内に波及させるため、交通ネ

ットワーク充実等の施策に関して、支援すること。 

＜「リニア大交流圏」の形成＞ 

（参 考） 

坂下非常口（2021.7）

◆リニア中央新幹線の整備推進 

名古屋駅西側（2021.6） 西尾工区トンネル掘削（本抗 2021.6）
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◆ 名古屋駅のスーパーターミナル化（ わかりやすい乗換空間の形成 ） 

◆  名古屋駅を中心とした40分交通圏の拡大（ 東京-名古屋間40分、名古屋駅から40分 ） 

◆ ＪＲ刈谷駅の駅改良事業 

    ２０２６年度完成に向け推進（２０２０年度 鉄道駅総合改善事業採択） 

主要な乗換動線が交差する５箇所に、乗換先が一目で見渡せる「ターミナルスクエア」を設け、わかりや

い乗換空間を形成するとともに、まちへの動線も確保 

＜ 名古屋駅 ターミナルスクエア ＞

東京方

大阪方

名鉄三河線の複線化等 

 による速達化の検討 

名古屋駅－豊田市駅間 

56分⇒40分以内 

＜ 名古屋駅からの４０分交通圏 ＞

安城 
東岡崎 

＜ＪＲ刈谷駅改良事業＞

ターミナルスクエア(ＴＳ) 

東 西 通 路

ターミナルスクエア イメージ図 

＜知立連立事業 ＞

豊橋 

ＴＳ１

ＴＳ２

ＴＳ３

ＴＳ４

ＴＳ５
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４ 中部国際空港の第二滑走路の整備を始めとする機能強化について

（財務省、国土交通省）

○位置図 

○発着回数・旅客数の年度別推移 

【内容】 

(1) 空港西側の隣接地等に新たな埋立地を整備する「中部国際空港沖公有水面埋
立事業」について、環境に配慮しながら、着実な進展を図ること。 

(2) 地域と連携して第二滑走路の整備を始めとする空港の機能強化に向けた検
討を進めるとともに、地域の取組について、必要な支援を行うこと。 

(3) 新型コロナウイルス感染症により甚大な影響を受けている航空・空港関連企
業の経営基盤強化に向けて、必要な支援を行うこと。 

(4) 東海三県始め中部地域の主要都市、観光地から空港への道路・鉄道等のアク
セスの充実に向けて、必要な措置を講じること。

＜「リニア大交流圏」の形成＞ 

中部国際空港 

リニア中央新幹線 

発着回数 

国内線旅客数 

国際線旅客数 

発着回数 

・前年度比63％減

旅客数 

・前年度比84％減
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［喫緊の課題］現滑走路は、2005 年の供用開始から 16 年が経過 

（１）大規模補修 

（２）日常のメンテナンス 

＜中部国際空港沖公有水面埋立事業（国土交通省）＞ 

・埋立地は、将来的に第二滑走路として活用可能 

・現在、護岸設置に向けた準備工事（汚濁防止膜 

設置等）を着実に実施中 

＜将来構想のとりまとめ＞ 

 ・今年度内のとりまとめに向け、「中部国際空港 

将来構想推進調整会議」（会長：大村知事）を 

７月29日に設置 

 ・国も参画する検討部会を適宜開催 

＜航空需要の回復・拡大に向けた地域の主な取組＞ 

・知事によるエアポートセールス ・ＰＣＲ検査センターの開設 

◆日当たり一定の作業時間が必要となる 

 例）新千歳Ａ滑走路 7.0h、那覇Ａ滑走路 6.5h 

◆数年の工事期間が必要となる 

 例）新千歳Ａ滑走路７年、那覇Ａ滑走路２年 

◆10 数年程度の頻度で必要となる 

 例）新千歳Ａ滑走路９年、那覇Ａ滑走路 14 年 

◆作業可能時間帯が減少している 

例）深夜早朝便の就航 

◆様々な夜間作業が必要となる 

 例）滑走路・誘導路点検、航空灯火点検 

【他空港の大規模補修工事の様子】 

作業可能時間 

【作業可能時間帯】 
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５ 持続可能で活力のあるまちづくりに向けた都市基盤の整備について 

（財務省、国土交通省）

（ 参 考 ） 

◇都市の「コンパクト＋ネットワーク」化を促進する知立駅周辺の都市基盤整備 

【内容】 

(1) 都市の「コンパクト＋ネットワーク」化を促進する連続立体交差事業、街路

事業、土地区画整理事業、市街地再開発事業などの一体的な都市基盤の整備に

関して、十分な財政支援をすること。 

特に、知立駅付近連続立体交差事業は、名古屋駅と自動車関連企業が集積す

る豊田市を始めとする西三河地域との間が速達化される事業であるため、計画

的に十分な財政支援をすること。 

(2) 県営都市公園については、緑とオープンスペースの拠点として、レクリエ

ーションや健康づくり、都市環境の改善、防災・減災など多様な機能を活用

していくため、誰もが安全・安心に利用でき、魅力あふれる公園整備に関し

て、十分な財政支援をすること。 

特に愛・地球博記念公園は、引き続き愛・地球博の理念と成果を継承し、さ

らに公園の魅力と価値を高め、子どもから大人まで広く国内外から多くの来園

者に楽しんでいただける、世界に類を見ない唯一無二の価値を有する都市公園

とするため、２０２２年秋の開業を目指すジブリパーク整備及び関連施設整備

について、集中的に十分な財政支援をすること。 

＜「リニア大交流圏」の形成＞ 
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◇愛・地球博記念公園［ジブリパーク整備及び関連施設整備］ 

牛田６号踏切

連続する踏切により 

朝８時台は４７分間 通行できず！

踏切除却等による経済効果約６３０億円

（走行時間短縮便益など連立事業の総便益）
知立１号踏切

ジブリパーク整備 及び 関連施設整備のスケジュール 

ジブリパーク整備 

どんどこ森エリア 
サツキとメイの家と 
自然空間 

公園北入口 

公園西入口

アイススケート場 大芝生広場

サツキとメイの家 

林床花園 

もののけの里エリア 
あいちサトラボと 
一体となった体験の場 

青春の丘エリア
来園者を迎え、導く 
ジブリパークの象徴 

ジブリの大倉庫エリア 
ジブリ作品等の保管・保存、 
展示と遊びと憩の空間 

魔女の谷エリア 
ジブリ作品の体験を 
通した展示と遊び、 
休憩等の複合的空間

① 北エントランス

② 西口案内所・休憩所 

関連施設整備イメージ図 

市街地を分断する名鉄名古屋本線・三河線による交通渋滞状況 

最盛期を迎える名鉄知立駅付近連続立体交差事業 工事状況（2021年8月） 

①北エントランス 

②西口案内所・休憩所 

名古屋駅 
豊田市 

愛・地球博記念公園

愛知県 

中部国際空港 






